
薪重夫坊 「夫保意
.百

説」の中の変星 (1830年)と 皆既日食 (1852年 12月 11日 )

松江星の会 安部裕史 (島根県松江市)

安永 9年、松江近郊の農村に生まれた太助は 14才で新屋に奉公しました。新屋は御用商

人として、藩と密接な関係を持つ大商人、城下町の町役も勤める城下屈指の豪商でした。

日記は 4冊が残つていて、江戸後期の地方城下町の日常、仕事、行事、主従関係、近所

つき合い、士分との関係、夫婦親子関係、食生活、遊行、病気、交通事情、物価、世評、

庶民が見る藩主など様々な事象を読み取ることができる興味深い記録です。新屋の書提寺

である信楽寺に所蔵され、松江市の指定文化財となっています。

この日記の中に、星に関する記述が二つ見つかつています。一つは、文政 13年 (1830

年)の京都大地震と変星 (彗星)の記述です。そこには、尾を引いた彗星の姿も描いてあ

ります。もう一つは嘉永 5年 H月 1日 (1852年 12月 11日 )に松江で見られた皆既日食の

記述です。今回は、その内容を紹介します。

なお、この発表にあたり、松江市教育委員会文化財課史料編纂室主任編纂官内田文恵氏、

松江市観光振興部松江歴史館主任主事松原祥子氏に指導を仰ぎました。この場をお借りし、

おネL申 し上げます。
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文政 9年 (1826)

9月 16日 ～12月 2日

弘化 5年 (1848)
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正月～12月

嘉永 4年 (1851)
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10月 23日

嘉永 2年 (1849)
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毎 日の日記

松江市ふるさと文庫9 松江城下に生きる一新屋太助の日記を読み解く― 著者 松原祥子 より
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1.文政 13年 (1830年)の京都大地震と変星 (彗星)の記述

まだ、同定できる彗星は見つかつていません。

2.嘉永 5年 11月 1日 (1852年 12月 11日 )松江での皆既日食の記述

当日は、松江で皆既日食が見えました。

。日食の始まり 11時 10分
。皆既の中心  12時 38分
。日食の終わり 14時 05分

皆既の時間は「12時 37分 27秒～12時 39分 31秒」と、2分 4秒です。

ちなみに松江で皆既日食は次のとおり。

・522年 6月 10日

・975年 8月 10日

。1413年 2月  1日
。1742年  6月  3日

・ 1852年 12月 11日

・2947年  6月  3日

このように皆既日食を地元で見ることは、とても珍しい現象といえます。
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